


多様性のある人材を育てるには



　　　　ひとづくり事業　
　「わくわくワークチャレンジ」

写真掲載

体験風景

２０１８年８月１８日（土）・１９（日）たかまつミライエにて、職業体験イベント「わ
くわくワークチャレンジinたかまつミライエ」を開催しました。小学生を対象に、様々な
職業を体験することで働く楽しさを体験し、将来に夢や希望を描いていただくきっかけに
していただくことを目標としていました。会場では１２の職業体験ブースのほか、高松青
年会議所が小学校において行っている「夢育」プログラム（かがやく夢授業）や、外部講
師をお招きして保護者向けの子育てセミナーも開催しました。

高 松 青 年 会 議 所
---------------------
事 業 報 告

---------------------

体験ブース
①看護師（レインボー恵）②俳優（株式劇団マエカブ）③ヘアメイク（サロン・ド・リール）
④アナウンサー（ＫＳＢ瀬戸内海放送）⑤整備士（日産プリンス香川販売）
⑥賃貸不動産（グローバルセンター）⑦歯医者（米田歯科）⑧カメラマン（写真家・映像家西本篤司）
⑨大工（日進堂）⑩自衛官・警察官（自衛隊香川地方協力本部・高松北署）⑪駅員体験（ことでん）
⑫デザイナー（デザイナー坂口祐）



ジャパンナイトブースにて、
１００件以上の出店者の中か
ら会員研修委員会の皆様が設
営された讃岐うどんブースが
見事グッドテイスト賞を受賞
されました！！
準備から本番まで、そして材
料を香川県から鹿児島まで車
で配送するなど長時間かけて
の段取りが実を結びました。

グッドテイスト賞受賞

会員研修委員会
ASPACリーダー

楊委員

公益社団法人　日本青年会議所（会頭：池田　祥護、所在
地：千代田区平河町　以下「日本ＪＣ」）の２０１９年度
（第６８代）会頭に、鎌田　長明（かまだ　たけあき）君
（現職：日本ＪＣ　副会頭、所属：公益社団法人高松青年
会議所）が内定いたしました。
松岡理事長も駆け付け、四国全員で後押ししました。

池田 祥護会頭と鎌田 長明副会頭

松岡理事長

●ＡＳＰＡＣとは
国際青年会議所（ＪＣＩ）は、４つのエリアに分かれてお
り、毎年開催地を変えてエリア会議を行います。日本ＪＣ
が所属するエリアで開催される会議のことをＪＣＩ Ａｓ
ｉａ Ｐａｃｉｆｉｃ Ａｒｅａ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ（ア
ジアパシフィック エリアコンファレンス）といい、略称
ＡＳＰＡＣ（アスパック）と呼ばれています。毎年国内外
からおよそ１万人のＪＣメンバーが参加する大きな大会で
す。個と個の交流、世界と地域の交流を通しての有益な情
報交換、相互文化理解は、グローバル社会を生きる私たち
にとって今日まで培った精神を発露、発展させていく民間
外交の最高の機会です。

会員研修委員会の皆様

サマーコンファレンス２０１９

２０１９年度（第６８代）
会頭当選決定

ＡＳＰＡＣ２０１９




